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長野大学 企業情報学部４年
巻渕優也

学生が考える住民自治と防災
～災害時におけるSNSの活用事例編～



自己紹介

長野大学企業情報学部４年
巻渕優也（２２）
岡谷市出身
上田に来てからハマったもの
：美味だれ焼き鳥

大学では経営学/情報学/デザインを
横断的に学びながら卒業論文では
地域メディア運営論（主にSNS）を専攻



SNSについて

SNSとは
Social Networking Service
（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）の略で、
ソーシャル（社会的な）ネットワーキング（繋がり）を
提供するサービス全般を指す。

例：LINE,Twitter,Facebook,Instagram



LINE活用事例
月間アクティブユーザー数8100万人超

家族みんなでLINEグループを作ればそれが緊急連絡簿になる
：LINE HPより画像引用



LINE活用事例

外出先で自分がどこにいるのか正確な住所が分からなくても
ワンクリックで居場所を伝えることができる
：LINE HPより画像引用

月間アクティブユーザー数8100万人超



Twitter活用事例

Twitter経由で50名以上の方が救助される活躍
３万6000件を超える拡散力や「やさしい日本語」への配慮に
「模範的活用例だ」と全国各地から賞賛の声があがっている

2019年台風19号被害に対応する長野県防災公式ツイートより一部引用

月間アクティブユーザー数3300万人超



Facebook活用事例

Facebookならではの信頼性
実名グループでの情報共有や被災地域の状況把握
友人の安否報告・確認機能が災害時に活躍

月間アクティブユーザー数2800万人超

PC版Facebookページより（台風19号に関するグループの一覧）



災害時におけるSNSの強み

・検索性
離れていても欲しい情報を探せる

・即時性
TVや新聞よりも早く情報が入る

・双方向性
メッセージのやりとりができる



SNS経由でボランティアへ（体験談）

大学生：6人 20代女性：1人 50代ベテラン：2人
老若男女7人の共同作業

撮影：１０月２７日（日）長野市豊野地域にて



ボランティアに行ってみての気づき

SNSを活用している自治体も増加中

結論：一人の若者として
地域とSNSの連携が実際に役に立った

撮影：１１月２０日（水）テレビ信州 news every にて
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